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The present study was aimed to elucidate the effect of antiplateiet therapy on patency

of saphenous vein graft after aorto-coronary bypass surgery. We divided the 96 patients
who underwent aorto-coronary bypass surgery into two groups: GATS (Graft Aspirin

Tielopidine Study) group and control group. And the occlusion rate was assessed both
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atthetimeofonem()nthan(112rnonths滋tpl-tlyP(lSSSu1-geIT.Allpatientsrtでei＼･,edwaIイaTin,

andthepatientsinCATSgr･oupreceiヽ･,edaspirin(.10--5()mg)andticlopidine(10(ト 200

mg). Thepatientsineont1-0lgroupreceived()nlywarlarin. lnCATSgroup,theearly

occlusionratewas14.GOOandthela†(､oeelusionratewas28.80･｡∴ ontheotherhand,

thecarlyocclusionratewas19.206'andtllPlateo｡elusionratewas28.8% incontrolgroup.

TllereWasnOSignificalltdifferenceintheocelusionratebetweenCATSg1-0uPandcontrol

gr(-)up. Inpatientswhosegraftflow wasunder50ml:min,theocclusi()nI-ateinCATS
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Ⅰ. は じ 耳) に

大伏在静脈を周いた Aorto-Coronarybypass(A-C

bypass)術の大きな問題点の-つに 欝r･aftの閉塞があ

る.bypass術後の graft閉塞率は,2週間から1カ月

後で約10%,6ケ月後で約17%,1年後で約20-30%と

いままで報告されてきたi)~4).また観織学的には,bypass

術後早期では血小板凝集による graftの閉塞が,長期

においては内皮への平滑鷹細胞の増殖による動脈硬化に

伴う graftの閉塞が報告されている5)-8).そこで以前

より aspirin,dipyridamole,ticlopidineによる抗血

小板療法をこよりA宣二bypass術後の gTaft閉塞率の改
善が韓告されてきた9)1 8).そこで本研究では,Arcbypass

術後 1年間の血小板凝集をこよる graft閉塞防止を目的

に,術後早期かi･､'微量 (lSPirinと ticlopidineによる

抗血小板療法及び wa正arinによる抗凝固療法を併周し,

症例毎に トロンボテスト,血小板機能をコソトロ-ルし

た GATS(Gr･aftAspirinTielopidilleStudll,l群と

warfarinをこよる抗凝固療法のみの control群で 酢aft

閉塞率を比較 し,A-Cbypass術後の抗血小板療法の

効果を検討した.第 1編で抗血小板療法を､第2編で術

後の早期成績を報告したが,本編では後期成績と全般の

まとめを報告する,

ⅠⅠ. 対 象 と 方 法

1987年1月より1991年3月までに新潟大学医学部FfJ

属病院,および新潟こぼり病院において大伏在静脈を用

いた A-t bypass術を施行した135例を GA'1､S研究
会に登録 した.warfこIrin(1.(ト 1.5mglによる抗凝固

療法とIrspirin川ト5OTng上ticlopid_inL,=(≠卜2(I)mg)

による抗血小板療法を併用した症例を GATS群とし,

warfarinによる抗凝固療法のみの症例を control群と

した,135例のうち59例を GATS群,39例を control

群とした,動脈 鑑raitのみの例,緊急手術例,75歳以

上の例,再手術例,薬物プロトコ-ル遮反軌 等の理由

により除外された症例は37例であった.また出血,薬物

アレルギ-により aspirin,ticlopidineを中止した症

例は4例であった.

術前に血′｣＼板機能検査.凝固 ･線溶検査を施行し.そ

の後大伏在静脈を履いた Aてこbypass術を施行した.
術後第 1病Eiよりtxokinase2.4万単位,dipyl-idalllOle

80mgを静脈内投与.第1)病日より第3病F]に‖･_1mが

確認された後 aspiI･it･110mgを静脈内投与.そしり後第

3病Flには dipyridalnOleを中止 し aspirinlong.

ticlopidinelOOmgLT)経l-~二Ⅰ投与を開始, い-ンボナス

ト2590で urokinaseを中止しwaliarin経｢1投与に切

り換えた.術後1週間後に血小板撒能検査, トロンボテ

ストを施行し,そLT)後n検査結果に応し:て aspiriIlと

ticlopidineとを増慶,約 1ケ月後の退院時までに治療

域に達することをし1標にした.なお治境域は ADP凝

集550oit十f:.collagen凝集559砧上下とした,graLtの

開存性は術後 1ケ月後と12ケ月後に冠動脈造影 ･graft

造影検登で確認した.

今回.Era.ftの開存性を比較検討した対象は.1ケ月
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表 l 新潟大学医学部附属 病院例をこついての臨床像

症例 年齢し平均) 性別 FIT(餐) DM Looi 喫煙 (%) MⅠ(%) HLLool

GATS群contro1群 4117 59.658.7 M 28 14 17 12 lT 15

F 13 し31.1%う (41.5%) (29.3%) 再1.5001 鳥6.6㌔̀う

M 14 6 5 6 8 5

F 3 ぐ35.So轟 緩9.壇%) (35.30い し47.1961 (29.4%)

総 数 58 59.3 M 42 2() 22 及8 25 20

F l6 (34.5㌔) 再7.9%) 再1.0㌔十 (43.1%) し34.5001

両群間で有意差左上 HT:高血圧 r)M :糖尿病 九:TT:心桔梗奄し')既往 HL:,捌 旨血症 M :男性 ド:女性

表 2 全体の grart閉寒

部位 校数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞
校数 (閉塞率) 校数 (閉塞率)

LAl) 54 10(18.5%) 17(31.5%)

r)x 13 2(15.4%) 5 (38 .590う

CX 48 11は2.9%) 16ぐ33.3%)

RCA 56 6日0.7%1 9(16.1%)

計 171 29tlT.0%) 47(27.5㌔)

後と12ケ月後C')2回の冠動脈造影 ･graft造影検在を行

い得た鮪例 (男性78例.女性18例,平均年齢67歳)であ一､

た.GA'rS群は男性37例.女性11例で.平均年齢67歳.

歳であー･つた.除外例は17例でありた.総 graft数は 171

本で.GATS群は83本,Control群は61本､除外群は27

本であった. 1例当;)(:')graft数は全体では1.8本,CATS

群は1.7本,control群も2.0本で差を認的左か--_,た.

行 した症例の臨床像を GATS群と contorol群で比較

すると,年齢,性弧 冠危険因子である融加工 糖尿病.

喫煙,高脂血症.さ{一に心筋梗塞の既往において GATS

群とcontrol群とでは差を認的なかった (表 l).

なお比較検定は x2 検定を用い,p<0.05で有意差
ありと判定 した.

ⅠⅠⅠ. 結 果

1. 部位別閉塞率

1ケ月後の全体の閉塞率は 17.006.12Lr.月後n全休

の閉塞率は27.5%であった.部位別にみると,1ケ月

後の閉塞率は左前下行枝 (LAI))18.500.対角桟 (Dx)

33,3%L.RCA 16.10′｡で.全体の閉塞率iこは部位別iこ

GArⅠ'S群

表 3 graft部位別閉塞

部位 枚数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞校数 (閉塞率) 校数 (閉塞率)

LAD 24 3ぐ12.5001 冒(29.2%)冗

Dx 8 l拍ョ.5%) 3(37.5%)求

CX 27 6ほ2.2%) 9(33.3%)求

RCA 21 2(8.339い 4(16.7%)冗

cnlltr(11群

部位 校数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞
校数 (閉塞賓) 校数 (閉塞率)

LAⅠ) 18 3し16.79い 5ほ7,8%)☆

DX 5 1(20.0%) フ再O.Oqb)★

Cx 15 5(33.39い 7(46や7%)★

RĈ 23 項目7.4%) 5(31.TQo)*

部位 校数 1 ケ 月 後 の 閉 塞 12カ 月 練 の 閉 塞
枚 数 (閉 塞 率 ) 枚 数 (閉 塞 率 )

LAl) 12 4(33.3%) 5(41.7%)

nX 0 0(0%) 0(0%)

CX 6 0(0%) o(0%)
RCA 9 0(0%) 0(0%)

※,★,*.辛 :有意差たし

よる差を認めたかった (表 21.GATS群では 1ケ月後

の閉塞率は LllD12.50..汰 12.5%,Cx22.ョoo.RCA

8.339も,であり.12J,1-]後の閉塞率は LAl)29.2%~,Dx

群では 1ナ月経の閉塞率は LAD 16.70占.Dx20.000.
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Cx3こi∴iOo.tくCA IT./｣IOoてt-t'U ), 12Lr,T】後LJ'_)閉塞率は

LAI~)27.800.Ⅰ~)xJlt).OO o .C ＼ !1 6 .70･｡.RCA21.7

Jr-i:】後n閉塞率,12十日後の閉塞 率 に 差を認八十｢.さi､)

に部位別をこみた場合でも差を認めなかった (泰 郎.

2. grart流量別閉塞率

g1-tJt洗巌 5Omlmin以 巨り症例で GA'15 群とC()nL1-01

群とを比較すると,1ケ月後の閉塞率は GATS群 13,0

%,control群 12.1%,12ケ月後の閉塞率は GATS群

21.7%,comtro旦群 15.2%でいずれ転差を認めなかっ

た.graft流量 50mlmin未満の症例で比較する上

1ケ月後の閉塞率は GATS群 10.8%,control群 32.1

%,12ケ月後の閉塞率は GATS群29,7%,contTOl群

50.0%であった. 1ケ月後の早期閉塞率は GATS群

で低い憶向を認めたが,12ケ月後の閉塞率をこは差を認め

なかった.また gra鹿流農 50m王/min以上の症例で 50

ml/min未満の症例に放 し12ケ月後の閉塞率は有意に低

かった (泰郎.

:i.血管径別閉塞率

血管径 2,0mm 以上の症例で GATS群と control

群を比較すると,1ケ月後の閉塞率はGATS群16.2%,

colltrOl群 12.500,ll)A,IF-j後('-)閉塞率は GATS群 18.9

0..control群28.100で, 1･',rFl後(.r)閉塞率.13Irj=1

線の閉塞率をこは薬をこ差を認めなかった.血管径 2.0mm

未満の症例で比較すると,1ケ月後の閉塞率は GATS群

15.9%,comtrol群29,6%,12ケ月後の閉塞率は GATS

表 4 graft流量別閉塞率

grとllt流星 50mlmin以_...i-_

校数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞校数 (閉塞率) 枚数 (閉塞率)

GATS群 46 6(13.0%)辛 10豆1.7001昏

comもrol群 33 4し13,100)辛 5(15.2%)昏

除外群 15 2(13.3%) 3(20,0%)

graft流量 50mlmin未満

枚数 一ケ月練の閉塞 12カ月後の閉塞
校数 (閉塞率) 枚数 (閉塞率)

GATS群 37 凄く10.8%)☆ u (2凱7%)㊨

control 28 9(32,1%)☆ 14(50.0%)㊨

除外群 丁 3日2.99b) 3摘2.9%)

辛,*.S､★.C:有意差なし ☆ :t1-0.03

535

た.血管径 2.OIllm lJ｣了)症例しし二2.0mm 未満の症例

上を比較する､.L_2.0mm 1､人上.(･')症例において lナj==貴

の閉塞率に差を認めないものの且2ケ月後の閉塞率は低い

傾向を認めた く泰 蚤 ) .

Ll.血小板機能抑制例の閉塞率

GATS群において Aヾ bypこISS術後 llr_i-:3問llll,J､板

撤能の経過を追い得た症例は31†札 1年間経過を追い得

た症例は19例であ--)た.そL'131例L')う忠.,1ケ月後､血小

板機能で ADP凝集 ･collagen凝集550もtt下と血小板

機能が 一応抑制されていたと思われる症例は11例 (graft

数20本)あった. 1ケ月後の閉塞率は ま0.0%,12ケ月

後の閉塞率は20.OO｡で,control群と比較 して差を認

めなかった.なお ADP凝集 ･conagem凝集55%以上

と血小板磯能が抑制されていないと思われる20例の1ケ

月後しり閉塞率は2二･1.1OL.,12J,一月後の閉塞率は41./1Ooで

血小板歯髄抑制例と比較 しても差を認めなかった (寮6).

また 1年後まで A_Ⅰ)P凝集･collagen凝集5500以下の

症例は19例中5例のみで,その1ケ月後の閉塞率は0%,

12ケ月後の閉塞率は 10.0%であった.12ケ月後の閉塞

率を comtyol群と比較すると差を認めなかった.なお

の lナF]後L')閉塞率は 12.500.12ケ月後n閉塞率は37.5

%で,血小板歯髄抑制例と比較 しても差を認めなかった

(表 71.

表 5 血管径別間寒率

血管径 2.0mm 以上

桟敷 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞
校数 (閉塞率) 枚数 (閉塞率)

GATS群 37 6(16.2%)令 7日8,9%)*

C｡ntrOl群 32 4し12,5% う♯ 9(28.1%)*

除外群 13 1(7.69%) 1浮,69%)

血管径 27.0mm 未満

枚数 1ケ月後の閉塞12カ月棟の閉塞
枚数(閉塞率)校数 (閉塞率)

GATS群 44 7日5.9%)◎16(36.40占う
ローntr()l群 27 8(29.6%)◎ 9(33.3%)◇

除外群 14 3(別...4%) 4(28,6%)

辛.LLij.冗.★.* :有意差たし ＼ヾ,I.PTO.06
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泰 鎧 血小板機能抑制剤の閉塞率

1FT月後 At)P准鮭･collこlgen聴解550｡以下L7う例11例

校数 1ケ月後の閉塞 12カ月練の閉塞
校数 (閉塞率) 校数 (閉塞率)

LAD 6 l(16.7Pol 2(33.3%)

DX 2 0(0㌔l) 0摘%)

CX 7 lL14.306う 2ぐ28.GOO)

RCA 5 O(0067 OLOOo)

1ケFj後 juP凝集･C(111ageIl凝集550〔訂人上の例20例

校数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞
枚数 (閉塞率) 校数 (閉塞率)

LAD 7 2ほ8.6%) 3(42.9%)

Dx 4 oLo%~う 2(50.0%)

CX 8 2(25.0㌔) 3(37.5%)

RCA lO 3(30.0%) 4し40.0㌔)

辛 :control群ハ1カ月後(7)閉寒率土比較し有意差
たL *.※:有意差[こし

IV.考 察

大伏在静脈を用いたAィ､bypass術は狭心症.心JTTj
梗塞等L'7)虚ffIl性心疾患C')症状を改善し. 予 後 も 改 善 寸.るL㌔

t,かし A{-bypass術において最も人き吊を,tヨ頓は術後

の graft閉塞である.術後 1I,l二汗1内Lり早期でn graft

閉塞を規定する閃子は,術者CT)経験 ･手術操作19...愚

者の惟別L'0㌧ 手術時の graft流塵 21㌧gmftL7)血管径.

冠動脈LT)吻合部近位側Ll!)狭窄度並びに遠位側LT)ruT1-OFF

の状態一反応性充血(')有無'12､等が報告されている.ま

た病理.組織学的検討では､術後 1年以内の早期での fTraft

の狭窄 ･閉塞の同国は主に内陣の線維性肥厚や吻合部の

血栓形成であり,術後数年(･')遠隔期における graft壁

の変化は主に内膜および率膜の線維性肥厚と内膜の粥状

硬化であるとされている5)6)23).さらに動物嚢験で Åぺ二

bypass術直後より主三･二吻合部を中心に内膜剥離とそn

部位への血小板凝集が起こる寮が報告されている24)-26)

以上より A-Cbypass術後早僻の gra_ft閉塞に血小板

凝紫による血栓形成が大きく関与していると思われる.

aspirinや ticl(叩idineは抗血小板薬として知られ

動物実験において aspirin と dipyridこlmOleの併用CLこ

より A-{-bypass術後L')graft.の内膜肥厚の抑制と_lfll

栓形成の抑制が報告されている27-28､..また臨床 l二,こじPirin

単独,aspil･in と dipyridamoleLT)併用.ticlopidiTle

表 7 血小板繊能抑制例項羽塞率
12Fr片後 At)P 凝敬･ct)llaL,eTl聴解550｡Ll.FL')刺 ;r)例

校数 一ケ月後ハ閉塞 12カ月後の閉塞枚数 (閉塞率) 校数 (閉塞率)
LAr) 3 0掩%) 0(OQol
DX 0 O津ool 0摘%)
CX 4 O(0%) inO.0%)

FtCA 3 O(0%) O(0%)

12ケ月後 ADP凝集 ･cotlagen凝集550｡以上L/,r)例1il例

校数 1ケ月後の閉塞 12カ月後の閉塞
枚数 (閉塞賓) 校数 (閉塞率)

LAP 4 0(0%) 2く50.0%)

DX 5 O(0%) 2摘0.0%)

CX 6 1ぐ16.7㌔:1 2(33.3%)

RCA 9 2(22.2㌔∵う 3(33,3%)
計 2⊥1 3(12.5%) 9(37.5%)*

♯ :e(1ntr(11群ハ12-11月後し一昭7寒率土比較し行啓差
なし *:覇蜜差なし

単独L7)投与により -̂C byl.)LISS術後LT)血′ト阪聴解によ

るぬ駿形成を抑制 して 欝Tait閉塞率を改善する挙が報

告されている那--料.泰研究では彪小板凝集を抑え,さ

吊こTXA2産生を抑え一,-~~,I)Gl2度牛LHfp制 しないよ

うに少駁(I)こLSPirinl:29､を投Lj.-した.二才‖ニtielopidint,

をfrf･Jf-jL,-:fた warhrillによる抗聴聞療法を加え.血

小板繊維を測定 し左がiL-こISPirill上 ticlopidille(.Tl投

与量を欽定するという新 しい方法で抗血小板療法を行い,

graft閉塞の予防を検討 した.

本研究では,LISPirinlO-5Omg月 と tielopidinp

IO(卜･2OOmgL手を併増した GATS群と抗凝固療法(:T)

みの eontro旦群の 五ケ月までの閉塞率はそれぞれ 14,5

%,2ま,3%と両群間に有意差を認めず,ま2ケ月後の閉

塞率もそれぞれ27.7%,31.1%と差を認めなかった.

症例数は少ないものの血小板機能抑制が確認できた症例

において4､Ĝ TS群と control群で閉塞率に差を認

めたか一一)た.また 打こlft部位別に検討した結果でもGArlS

群と eontrol群で差を認め左か--言二.gT-aft流健別に

検討 した結果では.流儀 5Omlmin未満の症例で 1I.,A

月後の閉塞率が GATS群と eontrol群でそれぞれ IO.8

90,32.19/6と Ĝ TS群で低い傾向にあ--,たが,121,･

なか--,た.血管径別tJ')検討では血管径 2.0mm 以上の

症例では1ケ月後の閉塞率,12ケ月後の閉塞率共に両群
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問で叢を認めなかった.2,0mm 未満の症例でも両群間

で差を認め左かつた.この結果よ:)A･{二bypass術後

の抗血小板療法の graft閉塞予防の効果は,全閉魔率

として見れば認められなかったということになる.しか

し早期の gTaft閉塞を規定する因子の1つである30㌔gTafも

流量の少ない症例では,1ケ月後でもま2ケ月後でも抗血

小板療法の gTafも閉塞予防の効果が示唆された.抗血

小板療法は 富Taft流量の少ない例や血管径の小さな例

等,粂件の悪い場合に 酢aft閉塞予防効果を示すとい

う報告もありま5)--且7)30),本研究の結果と合致する,しか

し本研究の結果からは,血管径でみた場合血管径の小さ

な症例での抗血小板療法の効果は認められず,抗血小板

療法が条件の悪い例をこ効果があるといちがいには言えな

いと思われた.

A-Cbypass術後の抗血小板療法の問題点の1つに

aspirinと ticlopidineの開始時期がある.動物実験で

は A-Cbypass術中･直後より血小板凝集が開始して
いる事が確認されており24)25),抗血小板療法が 欝raft

閉塞予防に効果があったとする報告では,dipyridamo瞳

を術前より授与し aspirinは術後数時間から24時間以

内に開始 している場合が多い10､~lコ､15.~18. -刀.抗血

小板療法が効果を認めなかったとする報告では aspir量m

の開始が術後2-4日目より開始されている場合が多い別)

32).抗血小板療法の全般的効果が認められなかった本

研究も aspirinと ticlopidineの投与開始時期が大き

く影響したと思われ 抗血小板療法の投与開始時期が墓

要である事13)且6)が示唆されるかもしれない,

今回,抗血小板療法の効農が認められなかったもうひ

とつの理由をこ,血小板凍餐能の抑制が目標域に適した症

例が少なかったことが考えられる.

以 L aspil･illと t.iclopidineの併用による抗血小板

療法は Aイ二bypass術後の 貰Taft閉塞予防には効果を

認めなかったが,琶raft流量の少ない条件の悪い例で効

果が期待された.なお抗血小板療法の開始時期が重要と

思われた.

参 考 文 献

ll(l'rondin.(l.M‥ (lamptLau,L..Thornton.∫.(l..

Engle.∫.C..Cross,F.S.andSchreiber,H.:

Coronaryarterybypassgra鋸ng融抽 saphenous

veirl.Circulation,79(suppl1):12ト 129,1989.

21G'rondin,C.M..Lespemnre.J..a)ura∬a,M.(i..

PaLqternae.A..Compeau,L.and('TrOndin,P.:

Seriと11angiogrとIPhi(二eヽ･･illuとItionin60conseeutiヽで

537

11iltientswitllこIOT-tOCOrOna11･artery＼･eingrafts2

11,(､eks.1yeaT･.aTld3yeat･safteroperation.∫.

Th(11てIC.Cardioヽ,asc.Surg..67:1-6.197;1.

:ilLawrit:I.G.M‥ Lie,.I.T‥ MorrisJr..G.C.and

IkaZ.le.V.H.L:＼･'cingrとIftI)atpncI･とIndintimal

proriferat.ionafteraor･toCく_)rOnarybypとISS:Early

andI(1ng-teITnangi｡graphieCorrelations,Am.､T.

Cardio1..38:856-862,1976.

小 Kouぐhoukos,N.T‥ Karp.R.B.,()berman.A‥

RuLiSellJr‥ R.()..Ali対日1.H.W.andMoltJr..

J.H.: Ⅰ_ong-telrllPat.enCyOfsaphenous＼,thinsfor

COrOrlこIrybyt);lSSLTt･こIfting,Circulation.5Lq(suppI

I):196-199.1978.

5)Unni.K.K" Kottke,B.A‥ TituLq,J.L‥ Frye,

R.L..Wallanee.R.B.andBrown,A.L.:

Pこ11.llOIogicchこIngLlinこIOrtOeOrOnarl,SとIPhenous

＼･･t,ingrこ.llts,Am.J.Cardi()1..34:526-532.1974.

())AtkinLqOn,∫.ti‥ Ft)rman.M.B..Perry,∫.斗1.

andVirmani.R.:Correlationofsaphenousvein

hyp;lSSgl･ilft;ltlgi｡gramSWithhistotogicChanges

iltnC､er･Ol一Sy.Am.∫.Cardio1.,55:952-955,1∈冶5.

Tl (lampeau,L.,Enjalbert.M‥ Lesperance.L.,

VaiSliで.(i.,(irondin.C.M.andBbura騒乱,M.(i..:

A軌erosclerosisandlateclosureofaortocoTOmary

saphenousveingrafts:sequentialangiogTaPhic

studiesat2weeks.1year.5to7さ,ears.andlO

tolコ),earsとlftersurgery.Cir･culこltion.68(LqupPI

II):ll1-11∴ 1983.

81FitzgibblIn.(;..11‥ Learh.A.J..Kafka.H.P.

andKeon,W.J.: 〔ーoronこIrybypassgraftfate:

I一一Ong-ternlangiogrtlPhicstuゎ,,J.Anl.Coll.

Car･diol‥ 17:1075-10と弓0.1991.

射 flrt)wn.Il.(;‥ ぐukingnan,Ji.A‥ (;oede.L.,

Wong.M‥ Ft･tl.H‥ Ruth.J..Witting,I.and

Cat>tTr,J.:Impro＼･edgraftpIlteneyWithantiplate-

letdTU節 inpatiL,ntStreatedforoneyearfollowing

coro11arybypasssurgerさ,IAm.J.Cardio1..47

(ab如rartLq):･r194,1981.

10IChesebro‥1.H..Clements.I.P..Fuster,V..

EIveback,L.R.,Smith.H.C..hrdsley.W.T..

FryEL.R.L‥ HolmesJr..D.R..Vlietstra.R.E..

Pluth.J.氏..Wallace.氏.B..Puga,F.J..

()rszulak.T.A‥ Piehler.∫.M..Schaff,H.V.

andDanietLWn,G.K.: AplEltelet-inllibitot･-drug



538 新潟医学会雑誌 第108巻 第7号 平成6年Tf]

tr･ialineoronar1,-arteTl,byp(,LSSOPerとItions:tklnt.fit

ofr貯rioperativedipyridan10leandi1SPirintht､mp〉･

onearlypostoperati＼･e＼･ein-gr.(,lftpiltt,nCy.N.

Engl.J.Med‥307:73･-78,1982.

ll)Chesebro.J.H..Fustar.V‥E]veback.L.It‥

Clement5.I.P..Smith.H.CHHolm esJr..D.a.

BardLqLey.W.T.,Pluth,J.R..Walla(で,R.B..

Puga,F.J‥OrLqZulak.T.A..PiehJer.∫.M..

bnieltex)n.(l'.K..Sでhaff.H.I-r.andFrye.釈.L.:

F.fleetofdipyridamol(二andaspirinonlatevein-

gr(,Aftpatencyaft(lrCOIIOnと.trybypとlSSOPerations,

N.Engl.∫.Wed.,310:20!ト214,198Ll.

12)LorenT"R.I..,Sぐhaeky.ぐ.V..Weber.M..

Meister.W..K(ItZur,I..Reidlardt.B‥ Tht,isen,

K.andWeber.P.(㌔: Impro＼yedaortt)Coronary

bypasspatencybylowdost,aspirin(1(llmgdail〉r㌦
Laneet,9:1261-126̀4,198Ll.

13)Brown.B.G..Cukingnan.氏.A..lkRotJen.T..

Goede.L.V.,Wong,M..Fee.H.∫..Ⅰbttl.J.A.

andCarey.∫ .S.: Improvedgr之IrtP;ltenCy.in

patientstreatedwithplatelp 卜inhibitingthぐt･.any

aftercoronarybypasssurgery,Cireuliltion.7'2:

138-146.1985.

141Limet,R.,hvid.∫.L.,Magotteaux,P..h nxk.

M.P.andRjgo.P.･'Prevel1tionofaorlこItlOr()rlこirT

byp;1SSgraftocclusoin:beneficia一effectof

ticlopidineoneaT･lyandlat(Ipatencyrこ~lteSOl

＼･enousc(_)ronilryI)),【)ass grとIfts:Adouble-blind

study,J.ThorL,lC.(､ardio＼･asc. Surg..94:

773-783.1987.

15lGoldm an.S..Cope)and.J..MoritT.,T..

HenderfKln,W.,Zadina,K..th･itt.T..bherty.

J..Read,R.,Chtsler.E‥Sako.Y..I.AnCa丸er,

L.,Emery.R..Sharma,(;.V.R.K..Jo組.M..

Paeold.I‥Montoya,A..Parikh.I)..Sethi.

G‥Holt.∫.,Kirklin.J..Shabetai,R.,Mtxlres.

WH Aldridge.J..Masud.Z..DtL.Wots.H..

Floten,S‥Haakenson.C.andHarker.L.A.:

hprovementirlearlysaphenousveingmftpIltPIICy

afterCoronaryarterybypasssuf-Eerywith

antiplatelettherapy:resultsofa＼;etet-ans

Administr･ationC｡operatiヽ,eStudy,CircLllation.

77:1324-1332,1988.

16)GuiteranLq.P.,Altimiras,J‥ AriS,A..Auge,

J..W‥Bassons,T‥臥nal‥I..Caralps,.T.M..
(~鮎te]larnau.C..CtTlelLs,C‥Ma月Otti,M..Oritll.

A..Padrt)‥1..W.andIiutllant,∫.M.:Ptで＼･enSion

ofa(汀tOCOrOTlalT＼でin一graftattritionwithI(川′iiosC

aspirinandtrirlusal.bothassoeiこItぐIdwith

dipyridal1101(､:IlrこIndomiZL,d,double･blind.placEttX)-

eontroIle(11riLll,Fur.tleこIrt∫.,10:159-16T.

1989.

171(''oldman.S..(lope]and,∫..Moritz,T.,

Henderson.Ⅵ･丁..Zandina,Jt..(Il･itt,T‥

mherty.J.,Read.It‥(lhe.der,E‥Sako.Y‥

t.ancaLqter,L‥Emery.R..Sharma.G.V.氏,K‥

Jo租 .M..Pact)ld.I...qtlntO.Va.A‥Parikh,D..

Sethi,G.,Htllt.∫..Kirklin.J..Shabetai,R..

lW00res.W..Aldridge,∫...Tla.iud.Z..DelWot.i.

H..Floten.S..Haakt,n.son.(∴and‖arker.

L.A.:Saphenous･ヽ(,ingraftpaterlC1,11relIriirteI･

eor(1naryartL,ryh･passsurg(､rlriln(1efrぐetSOl

antiplatelettlleraPy.R(1Sultsofとl㌔;Ptt､rL,1nS

AdministrationCooperこIti＼･eStudy.Circulati(1n.

(qO:1190-1197,1989.

1針 Sanz,G‥Pajaron.AHAlegria.E..Coello.

1..(brdona.ll..Fournier.J.A‥(hmeZ.lRecio.

.W‥Ruano.J..Hidalgo.R.,Mdina.A‥()ller.

(;..(lolman,T..llalpartida.F.andml粁h､X.:

PlでVe11tionoleこlrlyこ10n(tloronar7/bypass(でClusion

hylowllosPitSPirinこlllddipyrid(,lnlOle.Circulati()∩,

82:765-773､I(j90.

191(｢ampeau.L‥ ('roぐhet,D..Le.qperanee.J‥

Fhura淋乱.M.(;.and("'rondin,C.M.:Postop(,ra-

tiv(.chと.lnge in l10rT(i.OrOnこlI7/S;iPhenous＼･･ei11grilfts

rt,＼･is i t (､d . ^ ngiographiestLIdies;lttut)Weeksilnd

atoneyearintヽ＼rosL,rillsOfc()nStlCuti＼でPiltiL,ntS.

Circutation.52:369-･37'7.1975.

20)Bolooki.H.,1'argaL<,A‥(;reeれ.R.,Kaiser.

G.A.and(ihahramani.A.: R(1SultLiOrdire(ごt

coronarTarlerTSurgery,inwonlLln,J.′1110ra(∴

CaI-di(1ヽ,as°.Surg‥ 69:271-277,1975.

2日Grondin.C.M.,Lepa酢.('7..Castonguay,Y.It.,

Meere.C.andGrondin,P.: Aortoeoronこけy

b)rpとrSSgraft.InitialbloodflowthroughthegraR､

llndearlypostoperativepatenc)p.Circulation.44:

815-819,1971.

221Roth.J.A‥ Cukingnan､氏.A..Brown.B.G..



藤田他 :新 しい抗血小板療法をこよる冠動脈バイパス術後の閉塞防止の研究

GtXka,E.andCarey,J.S.:FとICtOrS influL,neing

patcncyofsaphenousveingmft.Ann.Thori1C.

Surg‥ 28:176-181､1979.

231Qiao,J.H..WaltS.A.E.andFitiht)Pin.ll.(㌔:

TheseverityofatheroselerosisatsitesofplとIqLle

rupturewithocclLlSiヽ,ethrorllh()sisinsapheTl()uS

veiTICOr･onaryarterybypassgrafts.Am.Heart

J..12:955-958,1991.

241Fusler,V..D帥･anjee,M.K..Kaye,M.P.,Jo組,

M..Metke.M.P.andChe紺btT)‥I.H.:Noninヽ廿

si＼rera〔iioisotopict(Jchni(luefordettさCli(川 Of

plateletdepositi()nincoronaJT allet･1,b)･passgrafts

indogsanditsreductionwithplateletinhibitor.S,

Cireul;ltion.7:1508-1512.1979.

251Dewanjee,M.汰..Tago,M..Jo租.斗t..Fuster.

V.andKale,ユー.P.: Quantiricationofp一atelet

retenti(1ninaortoc｡ronaryfemoral＼でinbypass

graftindogsもreatedwithdipyTidamoleand

aspirin.〔il-Culation.69:35(卜 356.198･･1.

261Spray.T.L arLdRoberts.W.(1.: StこItuSOfth(,

graftsandthenati＼,ecoronaryarteriesproxim(li

anddistaltocoronaryanastomoticsitesof

aortocoronarybypassgt･afts.(:irculiltion.;-15:

741-749,1977.

27)Josa..W..Lie.∫.T..Bianco,It.L.andKaye.

M.P.: Reductionofthrombosisineilninぐ

coronarybyr)ass＼reingraftswitlldipyridこlnlOIL,

andaspirin.Am.J.Cこlrdio1..47:12i18-1254,

1981.

539

2tq)Metke.M.P..IJie.∫.T..Fuster,V‥Josa.M.

andKaye.M.P.:Reductionofintimalthickenillg

incanineCoronarybypass rヽeingrとIftslvith

〔1ipyridamoleandaspirin,Am.｣.Cardiol_.43:

1144-1148.1979.

291Weksler,B.B..Pett.S.B..Alonso.D‥Richter.

R.C‥ Stell.er,P.ISubramanian,V..Tack-

Gotdman.K.andGrayJr..W.A.: Differential

inhibitionbyaspirinofvascularandplatelet

prostagrandinsynthesisinatheroscleroticpatients,

N.Engl,J.Wed..308:800-805,1983.

3OIBaur.H.氏..VanTassel.R.A..Pieracll.C.A.

andGobel,F.1,.: Effectsofsullinpyraz()neon

earlygraftc一osureafterml･()Cardialre＼･asculariza-

tion.Am.J.Cardiol‥ 49:･42〔卜42こ1.1982.

31)Pantely,G.A.,(M niglltJr‥S.H‥Rahimtoota.

S.H‥ Harlan.B.∫..DeMots.H‥ Call,in.L.

andltoLqeh.∫.: Failureofantiplateletand

antie()agulanttherapytoimpr()ヽrepatencyofgrafts

aftercol･onal･y-arter･ybypass.A contl･oIIed.

r;lnd()mizedstudy,N.Engl.J.Med..30l :

962-966.1979.

31))McEnany,M.T‥ぬh rrLan,E.W..Mundth,E.D.,

DeSanctis,氏.W.,Harthorne.∫.W‥Weintraub.

R.M..Sharon.G.氏.N.andAtLSten.W.G.:The

effectofantithromtxltictherこ叩yOnP三･lteneyrates

ofsヱIPhenous㌔,°incor･onaTTarterybypassgrafts,

J.Thorac.Cardio＼,asc.SLlrg..83:81-89,1982.

(平成6年2月15日受付)




